日常生活場面における記憶能力の自己評価と時間的展望の関係 -記憶能力質問紙（MAQ）とジンバルドー時間的展望尺度（ZTPI）の 因子間の相関分析- by 清水 寛之
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Relationships between self-assessment of memory ability and time perspective in everyday life:
A correlational analysis of factors between the Memory Ability Questionnaire (MAQ) and the 
Zimbardo Time Perspective Inventory (ZTPI)
Hiroyuki Shimizu (Department of Psychology, Kobe Gakuin University)
　The purpose of the present study was to elucidate the relationships between self-assessment of participants’ 
own memory ability and time perspective in everyday life using the Memory Ability Questionnaire (MAQ) 
and the Zimbardo Time Perspective Inventory (ZTPI). A hundred and twenty-two undergraduate and graduate 
students (18-26 years old) participated in the study, and the two kinds of questionnaires were successively 
administered to each of the participants. The participants were asked to rate 30 items of the MAQ (4 factors) and 
56 items of the ZTPI (5 factors) on both 5-points scales from “not true at all” to “very true”. The results indicate 
statistically significant positive or negative correlations of ratings between several factors, but there were no 
relation between the other factors. The results were discussed in terms of the meaningful interpretations for the 
positive or negative relation among the factors and the possibility of practical implications of the data of high or 
low correlations between the specific factors in self-assessment of memory ability and and time perspectives.
Key words: metamemory, memory ability, time perspective, the Memory Ability Questionnaire (MAQ), the 
Zimbardo Time Perspective Inventory (ZTPI)
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がかなり以前から進められている（e.g., Beaudoin & 
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Memory Questionnaire, EMQ：Sunderland, Harris, & 
Baddeley, 1983, 1984:
日本版は清水・高橋・齊藤，2006, 2007），認知
的失敗質問紙（Cogntive Failure Questionnaire, CFQ: 
Broadbent, Cooper, FitzGerald, & Parkes, 1982： 日 本
版は清水・高橋・齊藤，2006, 2007），成人メタ記憶
尺 度（Metamemory in Adulthood questionnaire, MIA; 











に関する有用な測定尺度の一つに，Zimbardo & Boyd 
(1999）によって開発されたジンバルドー時間的展望
尺度（Zimbardo Time Perspective Inventory, ZTPI）が
ある。この質問紙もまた，数多くの研究で広範囲に
使用されており（Boniwell, Osin, Linley, & Ivanchenko, 
2010; Boniwell & Zimbardo, 2004; Drake, Duncan, 






























































































































































































表計算ソフトウエアMicrosoft Office Excel 2013によっ
て集計・整理され，統計的分析は統計解析ソフトウ
























































憶想起の失敗」が最も低かった［いずれも ps < .05］。
したがって，本研究における調査参加者の全体的な
記憶能力の自己評価の特徴として，過去の出来事の
Table 1　記憶能力質問紙 （MAQ) の因子ごとの質問項目と評定値
因子
項目番号 質 問 項 目 平均 標準偏差
もの忘れ，無意図的忘却，回想・未来（展望）記憶想起の失敗
4 お金を何に使ったかを忘れてしまう 2.53 1.16
1 よく忘れものをする 3.11 1.01
13 お金の貸し借りをよく忘れる 1.82 1.04
16 待ち合わせの時間や場所を忘れてしまうことがある 1.76 0.96
22 買う予定であった物が思い出せないことがある 2.84 1.34
9 カギをかけたかどうか，コンセントを抜いたかを忘れてしまう 3.27 1.24
19 自分が昔言ったことを忘れる 3.15 1.26
頭から離れない記憶，回想的想起，無意図的想起
2 見た絵画（写真，テレビ，映画など）のイメージが忘れられない 3.36 1.03
8 現前しない光景（旅行した時に見た風景）をありありと思い浮かべることができ 3.16 1.19
24 小説の一節やドラマのセリフをすぐに覚える 2.73 1.34
3 家に帰ってから，その日の出来事を思い出せる 3.50 1.05
11 電車やバスで会った人の顔が忘れられないことがある 2.02 1.20
5 聞いた音楽のメロディが頭から離れない 4.07 0.85
28 おいしいものを食べて，その味を覚えている 3.37 1.16
17 身近な人の噂話をよく覚えている 3.35 1.23
26 見た夢を覚えているほうである 3.11 1.23
10 知人の家族の人数を覚えている 3.11 1.37
検索困難，意図的想起の失敗経験
30 テストが終わると覚えたことをすぐに忘れる 3.66 1.20
20 * 英語の文法や数学の公式をいつまでも覚えている 1.81 0.82
14 テストのとき，覚えたことが思い出せないで困ることがある 4.03 0.97
23 先週の授業がどこまで進んだかを覚えている 2.93 1.11
27 本を読んでいるとき，前ページに書いてあったことがわからなくなる 2.73 1.25
12 書こうと思う漢字が思い出せないことがある 3.79 1.01
15 神経衰弱（同じ数字の組を当てるトランプ・ゲーム）が得意である 2.54 1.07
7 調べた電話番号をかけるまでに忘れてしまう 3.00 1.20
18 初恋の人の顔を思い出すことができる 3.50 1.36
29 のどまで出かかっていることが出てこないことがある 3.52 1.13
21 いやな思い出が忘れられない 3.80 1.28
人名の想起困難
6 知人の名前が思い出せないことがある 2.81 1.24



























































































































MAQの 4因子と ZTPIの 5因子における因子別平
均評定値の間の相関係数を算出し，Table 3に示す。





































































 番号 質 問 項 目 平均 標準偏差
過去否定 （Past-Negative, PN）
50 過去に起きた嫌な出来事について考えることがある 3.67 1.16
16 過去のつらい経験が、繰り返し頭に浮かぶ 3.24 1.31
34 若い頃の嫌なイメージを忘れる事は難しい 3.68 1.05
4 人生の中で、ああすべきだったのに、と思うことが多い 3.96 1.15
27 取り消してしまいたい間違いを過去に犯したことがある 3.66 1.25
36 今を楽しんでいるときでも、つい過去のよく似た経験と比べてしまう 3.06 1.30
54 人生の中でやりそこなった楽しいことについて考えることがある 3.50 1.21
5 私の決断は、周りの人や出来事によって大いに影響される 3.43 1.13
未来 (Future, F)
40 コツコツと取り組んで時間通りに課題を完了する 2.60 1.18
45 やるべきことがあるとき、誘惑に耐えることができる 2.89 1.10
24 * 毎日を計画的というよりは成り行きで過ごす 3.71 1.03
10 何かをやり遂げようとするとき、目標を決めてそれに到達するための具体的な方法を検討する3.36 1.08
13 夜遊びに行くことよりも、明日までにやるべき事や必要なことを終える方が大切だ 3.42 1.18
21 友人や上司・教師などに対する義務は遅れずに果たす 3.72 0.88
51 前進するためならば、難しくておもしろくない課題に取り組むことができる 3.20 1.00
6 人は毎朝、その日の予定を計画するべきだと思う 2.73 1.19
18 約束の時間に遅れるのは嫌いだ 3.93 1.15
43 やるべきことをリストにする 2.94 1.36
52 * 稼いだお金は、明日のために貯金するよりも今日の楽しみに使う 2.91 1.20
30 決断する前に,メリットとデメリットを比べてみる 3.66 1.14
過去肯定 (Past-Postive, PP)
7 昔のことを考えるのは楽しい 3.19 1.08
11 昔のことを思い出すと、悪い思い出よりも良い思い出の方が全体的に多い 2.95 1.28
25 * 嫌な思い出が多いので、過去のことは思い出したくない 2.61 1.20
20 楽しかった思い出が、すぐに心に浮かぶ 3.51 1.09
29 幼い頃が懐かしいと思う 3.95 1.01
49 何度も繰り返される家族の行事や伝統が好きだ 3.54 1.13
22 * 過去に虐待や拒絶をそれなりに経験した 2.27 1.30
41 * 家族が昔はああだった、こうだった、と話し出しても耳を貸さない 2.81 1.21
2 懐かしい光景、音、臭いによって、幼い頃のよい思い出がよみがえることがよくある 3.98 1.12
現在快楽 (Present-Hedonistic, PH)
42 人生の刺激を得るために冒険をする 3.31 1.20
26 人生に刺激は重要だ 4.36 0.78
31 危険をおそれないからこそ、人生は退屈でなくなる 2.42 1.14
28 時間内に終えることよりも、やっていることを楽しむことの方が大切だと思う 3.64 1.00
44 自分の頭ではなく気持ちに従う事が多い 3.53 1.15
8 衝動的に行動することがある 3.98 0.93
32 人生のゴールだけを考えるよりも、その道のりを楽しむことが大切だ 4.18 0.69
55 親密な関係は情熱的な方がいい 3.51 1.09
現在運命 (Present-Fatalistic, PF)
38 人生の進路は、自分ではどうしようもない力によって決められている 2.42 1.14
14 なるようにしかならないので、自分が何をしてもあまり関係ない 2.66 1.11
3 私の人生は運命によって定められるところが多い 2.57 1.07
39 どうしようもないことなので、将来について心配しても仕方がない 2.96 1.18
37 物事は変わるので、将来の計画を立てるのは実際には不可能だ 2.93 1.02














（清水 2018a）の表 3および清水（2018b） 2を改変して再掲）
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